
は
じ
め
に

（
１
）

明
治
初
年
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
た
折
に
、
軍
医
要
員
の
補
充
を
め
ぐ
っ
て
、
東
校
と
兵
部
省
の
間
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
が

存
在
し
た
こ
と
は
、
お
お
く
の
史
書
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
短
期
間
の
う
ち
に
そ
の
関
係
が
修
復
さ
れ
て
、
軍
医
寮
が
つ
つ
が

な
く
発
足
し
た
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
お
お
い
・

こ
の
間
の
経
過
が
は
た
し
て
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
か
、
在
来
の
史
書
か
ら
え
ら
れ
た
史
実
を
も
と
に
、
考
察
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。

す
で
に
出
版
さ
れ
て
容
易
に
披
見
し
う
る
史
料
に
つ
い
て
、
こ
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
か
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

創
立
百
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
「
東
京
大
学
百
年
史
』
に
は

明
治
四
年
二
八
七
一
）
七
月
五
日
、
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
医
療
行
政
制
度
史
に
お
い
て
は
、
以
後
軍
関

係
の
医
事
の
監
督
庁
が
大
学
（
の
ち
に
文
部
省
）
な
い
し
内
務
省
で
は
な
く
、
兵
部
省
（
の
ち
に
陸
、
海
軍
省
）
に
定
ま
り
、
軍
用
医
事
と

在
来
の
研
究
に
つ
い
て

軍
医
寮
発
足
の
さ
い
に
み
ら
れ
た
東
校
と
兵
部
省
の
確
執

日
本
医
史
学
雑
誌
第
閂
十
一
巻
第
四
号
平
成
六
年
十
月
六
日
受
付

平
成
七
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
七
年
一
月
十
七
日
受
理

深
瀬
泰
日
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神
谷
昭
典
の
「
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
は
、
そ
の
第
六
章
を
〃
「
兵
制
論
争
」
と
軍
医
部
編
成
″
に
あ
て
て
、
こ
の
問
題
に
考
案
を

く
わ
え
て
い
る
。
軍
医
寮
設
立
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
お
お
く
の
史
料
に
目
を
と
お
し
て
幅
ひ
ろ
い
考
察
を
く
わ
え
て
お
り
、

（
４
）

「
松
本
良
順
に
よ
る
軍
医
寮
編
成
は
難
航
の
連
続
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
み
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
三
項
を
あ
げ
て

「
閾
学
全
盛
時
代
と
藺
晴
の
生
涯
」
に
は
、
佐
藤
尚
中
、
松
本
良
順
共
通
の
弟
子
に
あ
た
る
岩
佐
純
が
、
両
者
の
仲
を
と
り
も
っ
て
よ
う
や

く
事
が
お
さ
ま
り
、
軍
医
寮
の
発
足
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
記
述
に
つ
づ
い
て

林
紀
、
石
川
良
信
（
玄
貞
）
を
次
官
と
し
、
緒
方
惟
準
、
石
黒
忠
惠
を
一
等
軍
医
正
と
し
、
田
代
基
徳
、
足
立
寛
、
永
松
東
海
、
土
岐

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

頼
徳
、
橋
本
綱
常
、
名
倉
知
文
、
三
浦
煥
、
横
井
信
之
、
小
佐
内
健
等
大
学
派
の
人
達
を
局
長
と
い
ふ
事
に
し
て
、
今
の
半
蔵
門
外
、

（
３
）

田
原
藩
三
宅
家
の
跡
に
軍
医
寮
と
病
院
と
を
置
く
事
に
な
っ
た
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
軍
医
寮
発
足
と
同
時
に
、
お
お
ぜ
い
の
大
学
人
Ｉ
「
東
京
大
学
百
年
史
』
よ
り
も
さ
ら
に
お
お
い
Ｉ
が
転
属
し
て

い
る
様
子
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
る
の
も
妥
当
な
考
え
方
と
い
え
よ
う
。

一
般
の
医
事
が
行
政
上
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
画
期
的
な
措
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
開
設
に
際
し
て
は
、
大
学
東
校
の
教
官
、
医

官
を
含
む
大
学
の
教
職
員
、
た
と
え
ば
緒
方
惟
準
、
石
黒
忠
原
、
田
代
基
徳
、
足
立
寛
、
永
松
東
海
、
土
岐
頼
徳
、
橋
本
綱
常
ほ
か
多

（
？
》
）

数
が
兵
部
省
に
転
ず
る
と
い
う
、
人
事
の
大
異
動
も
生
じ
た
。

と
あ
っ
て
、
軍
医
寮
発
足
と
同
時
に
大
学
か
ら
お
お
く
の
医
師
が
兵
部
省
に
転
属
に
な
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
さ
い
両
者
の
間

で
、
二
回
に
も
お
よ
ぶ
文
言
の
往
復
が
あ
っ
た
と
い
う
。
発
足
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
の
経
緯
は
あ
っ
た
も
の
の
、
軍
医
寮
発
足
時
に
は
、
或

る
程
度
の
ス
タ
ッ
フ
を
、
東
校
か
ら
の
転
属
者
に
よ
っ
て
確
保
し
え
た
と
し
る
し
て
い
る
。
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そ
う
し
て
松
本
良
順
と
大
学
と
の
さ
や
あ
て
も
、
鈴
木
要
吾
に
よ
れ
ば
、
ま
た
も
や
岩
佐
純
（
大
学
大
丞
に
昇
進
し
て
い
た
）
の
仲
介
に

（
マ
マ
）

よ
っ
て
、
田
代
基
徳
、
足
立
寛
、
永
松
東
海
、
土
岐
頼
徳
、
橋
本
綱
常
、
名
倉
知
文
、
三
浦
煥
、
横
井
信
之
、
小
山
内
健
ら
大
学
派
の

軍
医
寮
出
向
が
決
ま
り
、
四
年
七
月
半
蔵
門
外
旧
田
原
藩
邸
に
軍
医
寮
、
早
稲
田
藺
晴
病
院
を
仮
軍
事
病
院
と
し
て
、
わ
が
国
近
代
軍

（
５
）

医
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）

こ
こ
に
引
用
し
て
い
る
鈴
木
要
吾
の
書
と
は
、
も
ち
ろ
ん
さ
き
に
の
べ
た
文
献
で
あ
る
。
神
谷
昭
典
に
よ
れ
ば
軍
医
寮
発
足
の
明
治
四
年

七
月
に
は
、
東
校
か
ら
の
大
学
人
の
出
向
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
体
裁
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
し
て
い
る
。
岩
佐
純
の
仲
介

に
よ
っ
て
東
校
と
松
本
良
順
の
間
に
和
解
が
な
っ
て
、
東
校
側
が
こ
れ
ら
九
名
の
医
師
の
出
向
を
み
と
め
た
、
と
よ
め
る
の
で
あ
る
。

（
６
）

以
上
の
諸
書
に
お
い
て
細
目
に
つ
い
て
の
記
述
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
み
て
も
軍
医
寮
発
足
に
あ
た
っ
て
、
一
○
名

ほ
ど
の
大
学
派
の
医
師
た
ち
が
、
轡
を
そ
ろ
え
て
軍
医
寮
に
出
向
し
て
、
軍
医
官
と
し
て
の
歩
み
を
は
じ
め
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

か
わ
っ
て
い
る
。

順
序
が
逆
に
な
っ
た
憾
み
は
あ
る
が
、
当
事
者
で
あ
る
松
本
良
順
自
身
の
し
る
す
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
。

ま
た
陸
軍
省
の
軍
医
の
規
律
ほ
ぼ
定
ま
り
た
れ
ば
、
兵
部
卿
の
宮
よ
り
軍
医
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、
勅
任
の
末
席
に
出
仕
す
。
よ
っ
て
法
例

に
従
い
、
軍
医
を
撰
出
せ
ん
と
欲
し
、
ま
ず
林
紀
と
石
川
桜
所
を
召
し
て
次
官
と
な
し
、
緒
方
惟
準
を
以
て
一
等
軍
医
正
と
す
。
石
黒

（
マ
マ
）

忠
恵
・
田
代
基
徳
・
足
立
寛
・
永
松
東
海
・
土
井
頼
徳
を
始
め
、
局
長
と
な
す
べ
き
者
多
く
大
学
の
人
よ
り
撰
用
し
、
麹
町
半
蔵
門
外

（
（
ｊ
）

の
地
を
以
て
、
本
病
院
な
ら
び
に
事
務
所
と
し
、
新
た
に
病
室
そ
の
他
を
新
築
せ
り
。

第
一
に
東
京
医
学
校
（
「
大
学
東
校
」
）
の
非
協
力
で
あ
り
、
軍
医
た
る
べ
き
洋
医
の
決
定
的
不
足
で
あ
る
。
第
二
に
大
阪
軍
事
病
院
に
拠

（
４
）

る
緒
方
一
門
の
処
遇
で
あ
る
。
第
三
に
海
軍
を
中
心
と
す
る
薩
摩
系
医
務
官
僚
の
離
反
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
非
協
力
の
関
係
も
、
軍
医
寮
ス
タ
ー
ト
の
段
階
に
は
さ
し
た
る
問
題
も
な
く
、
そ
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
よ
う
な
記
述
に
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こ
の
「
松
本
順
自
伝
』
は
、
明
治
三
五
年
に
大
阪
で
も
よ
お
さ
れ
た
松
本
良
順
古
稀
の
祝
賀
会
の
参
会
者
に
配
布
す
る
目
的
で
、
そ
の
年

に
か
か
れ
た
『
藺
曉
」
を
底
本
に
し
て
い
る
。
お
お
く
の
軍
医
官
を
大
学
人
か
ら
採
用
し
て
軍
医
寮
を
発
足
さ
せ
た
、
と
し
て
い
る
点
で
は
、

さ
き
に
あ
げ
た
諸
害
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

発
刊
の
順
序
か
ら
み
て
、
さ
き
の
諸
書
は
こ
の
『
藺
晴
』
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
く
つ
か
の
単
語
に
差
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
文
意
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
似
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。
軍
医
寮
発
足
時
の
模
様
は
、
松
本
良
順
の
『
藺
曉
」
に

源
を
発
し
て
、
以
後
の
諸
害
は
こ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
論
を
す
す
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
で
あ
る
松
本

良
順
の
自
伝
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
を
手
が
け
る
も
の
は
、
何
ら
た
め
ら
う
こ
と
な
く
無
批
判
に
引
用
し
て
い
る
様
子
が
う

つ
い
で
同
年
五
月
二
三
日
軍
務
官
病
院
掛
が
お
か
れ
る
が
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
内
容
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
明
治
元
年
一
○
月
一
日
（
慶
応
四
年
九
月
八
日
に
改
元
）
山
下
門
内
に
わ
が
国
陸
軍
病
院
の
濫
膓
と
い
わ
れ
る
兵

（
９
）

隊
仮
病
院
が
新
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
軍
務
官
病
院
掛
は
こ
れ
の
管
理
、
運
営
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
戊
辰
戦
争
が
新
政
府
側
の
勝
利
に
お
わ
り
、
明
治
二
年
七
月
八
日
ま
た
官
制
が
改
正
さ
れ
、
軍
務
官
が
廃
止
さ
れ
て
兵
部
省
が

京
都
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
一
二
月
兵
部
省
は
東
京
へ
移
転
し
た
。

明
治
四
年
七
月
五
日
兵
部
省
に
海
陸
二
軍
共
通
の
軍
医
寮
が
も
う
け
ら
れ
、
八
月
三
日
に
そ
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
松
本
良
順
が
軍
医

四
月
二
一
日
）
。
そ
の
分
課
に
は
海
軍
、

当
す
る
部
局
は
ま
だ
お
か
れ
て
い
な
い
。

明
治
維
新
を
む
か
え
て
軍
制
の
確
立
を
め
ざ
し
た
新
政
府
は
、
太
政
官
の
下
に
陸
海
二
軍
を
包
含
し
た
軍
務
官
を
設
置
し
た
（
慶
応
四
年
閨

（
８
）

四
月
二
一
日
）
。
そ
の
分
課
に
は
海
軍
、
陸
軍
の
二
局
の
ほ
か
に
、
築
造
、
兵
船
、
兵
器
、
馬
政
の
四
司
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
軍
医
部
に
相

か
が
え
る
。軍

医
寮
の
設
立
前
史
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次
に
徴
兵
規
則
の
内
容
を
み
る
と
、
Ｈ
資
格
条
件
（
年
齢
は
二
○
’
三
○
歳
、
身
長
五
尺
以
上
の
身
体
強
壮
者
）
、
口
免
役
条
件
（
．
家
ノ
主

人
又
ハ
ー
子
ニ
シ
テ
老
父
母
ア
ル
者
或
ハ
不
具
ノ
父
母
ア
ル
者
等
」
）
、
日
服
役
期
間
（
四
年
間
、
終
了
後
に
は
賑
Ⅲ
金
支
給
、
再
役
を
希
望
す
る
も
の

は
許
可
）
、
四
服
役
中
の
事
故
に
は
扶
助
金
支
給
、
㈲
給
与
（
兵
部
省
が
「
衣
食
給
料
等
総
テ
」
支
給
）
、
㈹
差
し
出
し
人
の
検
査
（
不
合
格
者
あ

（
Ⅲ
）

る
場
合
は
「
再
撰
代
人
」
を
だ
す
）
な
ど
が
さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
。

右
の
規
則
に
の
っ
と
っ
て
明
治
四
年
正
月
二
五
日
に
、
畿
内
・
山
陰
道
・
南
海
道
か
ら
選
出
さ
れ
た
壮
丁
に
つ
い
て
、
大
坂
城
内
の
兵
部

（
皿
）
（
胆
）
（
喝
）

省
出
張
所
に
お
い
て
わ
が
国
最
初
の
徴
兵
検
査
が
実
施
さ
れ
た
。
検
査
医
官
の
中
心
人
物
は
大
坂
軍
事
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
堀
内
利
国
で

（
、
）

あ
っ
た
。
軍
医
部
の
よ
う
な
特
別
な
部
局
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
病
院
勤
務
者
が
選
兵
に
参
画
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
徴
兵
検
査
の
検
査
場
幹
事
は
、
農
兵
論
者
の
大
島
万
兵
衛
で
あ
っ
た
。
旧
旗
本
の
家
臣
で
あ
り
、
慶
応
四
年
八
月
に
開
校
し
た
京
都

兵
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た
大
島
万
兵
衛
は
、
洋
式
兵
制
に
つ
い
て
の
知
識
も
あ
り
、
「
士
官
教
育
井
農
兵
採
方
見
込
書
」
の
よ
う
な
文
書
も
か

大
村
益
次
郎
は
薩
長
土
の
士
族
兵
を
廃
し
て
、
四
民
平
等
の
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
国
民
皆
兵
の
構
想
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
廃
藩
置
県

実
施
以
前
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
直
ち
に
日
本
全
国
民
を
対
象
と
す
る
徴
兵
令
を
公
布
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
先
だ
っ

て
明
治
三
年
二
月
一
三
日
徴
兵
規
則
が
太
政
官
よ
り
発
布
さ
れ
た
。

徴
兵
規
則
は
そ
の
前
文
で
「
兵
事
ハ
建
国
ノ
急
務
、
皇
威
ヲ
発
揮
ス
ル
ノ
基
礎
」
と
位
置
づ
け
、
「
辛
未
ノ
正
月
ョ
リ
順
次
ヲ
以
テ
、
各
道

府
藩
県
士
族
卒
庶
人
二
不
拘
身
体
強
壮
ニ
シ
テ
兵
卒
ノ
任
二
堪
ユ
ヘ
キ
者
ヲ
撰
ブ
」
と
し
て
、
兵
部
省
と
し
て
は
じ
め
て
選
兵
と
い
う
新
し

頭
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
わ
が
国
軍
軍
医
部
の
発
足
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
軍
医
寮
発
足
ま
で
の
概
略
で
あ
る
。

明
治
二
年
兵
部
省
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
小
松
宮
嘉
彰
親
王
が
兵
部
卿
と
な
り
、
大
村
益
次
郎
が
大
輔
と
し
て
次
官
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、

省
の
実
権
は
官
制
改
革
前
と
同
じ
く
大
村
の
手
に
あ
っ
た
。
明
治
新
政
府
に
お
け
る
軍
政
の
中
心
人
物
は
、
終
始
大
村
益
次
郎
で
あ
っ
た
と

い
事
業
に
ふ
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

，

い
芦
え
る
く
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話
は
前
後
す
る
が
、
こ
こ
で
大
坂
軍
事
病
院
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

明
治
元
年
末
か
ら
戊
辰
戦
争
の
傷
病
兵
を
収
容
す
る
目
的
で
開
設
さ
れ
て
い
た
大
坂
軍
事
仮
病
院
（
大
福
寺
内
、
現
東
区
上
本
町
四
丁
目
）
が
、

翌
二
年
二
月
に
仮
病
院
に
衣
が
え
し
た
。
緒
方
惟
準
が
病
院
長
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
一
等
軍
医
Ａ
・
Ｆ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
も
ま
ね
か
れ
て
診
療

（
略
）

に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
医
員
に
は
緒
方
郁
藏
、
緒
方
拙
斎
の
ほ
か
に
、
堀
内
利
国
、
中
定
勝
の
名
が
み
え
る
。

（
Ⅳ
）

つ
い
で
同
年
四
月
に
は
仮
病
院
に
接
し
て
、
大
坂
医
学
校
が
同
じ
大
福
寺
内
に
開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
カ
月
後
の
六
月
に
大
福
寺
か
ら

（
肥
）

鈴
木
町
の
代
官
屋
敷
跡
（
現
在
の
上
本
町
一
丁
目
）
に
移
転
し
、
生
徒
の
数
は
ま
す
ま
す
増
加
し
た
。

こ
の
と
き
の
選
兵
合
格
率
に
つ
い
て
、
堀
内
利
国
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

辛
未
之
春
、
徴
二
應
ジ
テ
大
坂
兵
部
省
二
到
り
シ
者
ハ
千
二
百
人
、
官
医
之
ヲ
検
シ
テ
支
体
扇
弱
一
一
シ
テ
撰
二
中
ラ
ザ
ル
ヲ
放
還
ス
、

（
Ｍ
）

更
二
徴
ス
ル
者
三
百
余
人
（
原
漢
文
）

徴
兵
規
則
に
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
不
合
格
者
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
見
あ
う
数
の
再
撰
代
人
を
差
し
だ
す
よ
う
に
と
の
定
め
が
あ

る
。
「
更
二
徴
ス
ル
者
」
と
は
こ
の
再
撰
代
人
を
さ
す
と
思
わ
れ
、
そ
の
数
が
三
百
余
人
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
当
初
の
千
二
百
人
中

三
百
人
余
り
が
「
不
中
撰
」
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
三
百
人
余
り
を
二
次
募
集
し
て
、
計
千
五
百
人
が
検
査
を
う
け
た
こ
と
に
な
る

（
鴫
）

が
、
合
格
率
は
お
よ
そ
七
○
％
で
あ
っ
た
の
で
千
人
あ
ま
り
の
兵
卒
が
兵
卒
収
容
屯
所
に
入
営
し
た
。

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
初
の
徴
兵
検
査
が
、
明
治
四
年
正
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
旧
幕
時
代
に
は
武
士
と
い
う
戦
闘
集
団
は
、
そ
の
構
成
員

を
身
分
に
よ
っ
て
選
定
し
て
い
た
が
、
新
時
代
を
む
か
え
て
そ
の
選
出
の
規
準
は
「
徴
兵
規
則
」
の
前
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
身
体
強
壮
ニ
シ

テ
兵
卒
ノ
任
二
堪
ユ
ヘ
キ
者
ヲ
撰
」
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
国
軍
創
設
に
あ
た
っ
て
医
学
が
重
大
な
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
実
践
者
と
し
て
の
軍
医
官
と
軍
医
寮
の
存
在
が
お
お
き
く
う
か
び
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。

い
て
い
る
。
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軍
事
病
院
と
と
も
に
軍
医
の
養
成
機
関
で
あ
る
軍
医
学
校
、
さ
ら
に
は
士
官
の
養
成
機
関
で
あ
る
陸
軍
兵
学
寮
も
大
坂
の
地
に
も
う
け
ら

れ
る
に
い
た
り
、
大
坂
は
「
所
謂
海
陸
四
達
の
要
地
に
し
て
、
皇
国
の
中
央
に
位
す
。
四
方
の
変
に
応
じ
易
し
。
故
に
軍
務
の
根
本
た
る
学

（
皿
）

校
等
を
建
て
る
此
の
地
を
以
て
最
上
と
す
」
と
す
る
大
村
益
次
郎
の
建
軍
構
想
に
し
た
が
っ
て
、
着
々
と
そ
の
地
歩
を
か
た
め
て
い
た
。

大
坂
の
地
に
軍
医
寮
を
建
設
し
、
そ
の
長
に
大
坂
派
の
重
鎮
緒
方
惟
準
を
す
え
よ
う
と
す
る
構
想
も
、
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

軍
事
病
院
設
立
の
構
想
は
、
そ
り
一

申
害
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

但
シ
、
右
一

緒
方
惟
準
（
辻

も
う
け
ら
れ
た
。

が
併
置
さ
れ
た
。

明
治
三
年
二
月
に
医
学
校
は
両
隣
り
の
民
家
を
買
収
し
、
平
家
建
を
二
棟
新
築
し
て
校
舎
と
し
て
使
用
し
た
。
病
院
は
旧
代
官
屋
敷
を
使

用
し
た
。
そ
の
東
隣
り
に
設
け
ら
れ
た
の
が
軍
事
病
院
で
あ
る
。

軍
事
病
院
設
立
の
構
想
は
、
そ
の
前
年
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。
明
治
二
年
一
○
月
二
五
日
兵
部
省
か
ら
弁
官
に
あ
て
て
、
次
の
よ
う
な
上

兵
部
省
が
軍
医
寮
を
設
置
し
た
い
と
い
う
構
想
は
、
明
治
三
年
七
月
に
は
す
で
に
み
ら
れ
る
。

軍
事
病
院

右
改
メ
テ
軍
医
寮
卜
被
名
付
度
事

右
ノ
通
相
成
候
ハ
ハ
当
時
病
院
掛

軍
事
病
院
ヲ
浪
華
表
二
取
立
度
候
事

（
円
）

但
シ
、
右
ニ
ッ
キ
蘭
医
ボ
ー
ド
イ
ン
相
雇
被
申
度
事
並
二
浪
花
在
住
緒
方
洪
斎
召
遣
度
事

方
惟
準
（
洪
斎
）
、
ボ
ー
ド
イ
ン
を
中
心
と
し
た
大
坂
軍
事
病
院
は
、
明
治
三
年
二
月
一
九
日
代
官
屋
敷
跡
の
大
坂
医
学
校
の
隣
接
地
に

け
ら
れ
た
。
さ
き
の
二
人
は
顧
問
と
な
り
、
堀
内
利
国
、
長
瀬
時
衡
、
中
定
勝
ら
が
そ
の
医
官
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
軍
医
学
校

軍
医
寮
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て

（
蛇
）

ハ
当
時
病
院
掛
り
緒
方
中
典
医
儀
軍
医
寮
権
頭
二
被
任
度
事
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こ
れ
は
明
治
三
年
七
月
一
八
日
づ
け
の
兵
部
省
よ
り
弁
官
へ
の
上
申
書
で
あ
る
。
さ
き
に
設
置
さ
れ
た
大
坂
軍
事
病
院
の
名
を
軍
医
寮
に

変
更
し
て
ほ
し
い
と
の
希
望
が
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
さ
い
は
軍
事
病
院
勤
務
の
緒
方
惟
準
中
典
医
を
軍
医
寮
権
頭
に
任
命
し
て
ほ
し
い

「
法
規
分
類
大
全
」
に
の
る
公
文
書
に
お
い
て
、
軍
医
病
院
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
き
の
太
政
官
の
指
令
の
ほ
か
に
は
二
カ
所
に
み

（
蝿
）

ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
す
る
と
た
ん
な
る
誤
植
と
は
い
え
な
い
。
軍
医
寮
設
置
に
消
極
的
で
あ
っ
た
太
政
官
は
、
そ
の
時
期
が
到
来
す
れ

（
叫
）
（
錫
）

ぱ
そ
の
設
立
に
ふ
み
き
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
海
軍
の
例
に
も
み
ら
れ
る
と
お
り
、
軍
医
病

院
の
名
称
の
も
と
に
、
病
兵
を
収
容
し
治
療
す
る
と
い
う
病
院
本
来
の
機
能
と
と
も
に
、
医
務
や
衛
生
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
・
管
理
機

（
猫
）

能
を
あ
わ
せ
て
保
持
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
兵
部
省
と
し
て
は
、
軍
医
寮
は
軍
事
病
院
と
は
別
の
組
織
と
し
て
取
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
念
願
な
の
で
、
「
軍
医
病
院

ノ
名
称
ニ
テ
取
広
メ
可
申
」
と
の
太
政
官
の
基
本
的
な
指
令
は
指
令
と
し
て
、
そ
の
後
の
公
文
書
で
は
軍
事
病
院
の
名
称
を
在
来
の
ま
ま
使

と
つ
け
く
わ
え
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
す
る
太
政
官
の
指
令
は

（
”
幸

軍
医
病
院
ノ
名
称
ニ
テ
取
広
メ
可
申
寮
ノ
名
ハ
難
被
及
御
採
用
候
事

と
あ
っ
て
、
軍
医
寮
と
い
う
名
称
の
採
用
は
ゆ
る
さ
れ
ず
、
「
軍
医
病
院
」
と
い
う
名
称
で
運
営
し
て
ゆ
く
よ
う
に
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
軍
医
病
院
と
い
う
名
称
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
諸
書
に
、
大
坂
の
軍
事
病
院
が
軍
医
病
院
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
端
緒
が
あ
る
。

（
”
）

用
し
て
い
る
。

さ
き
の
兵
部
省
上
申
よ
り
お
よ
そ
半
月
後
に
、
兵
部
省
は
ふ
た
た
び
上
申
書
を
提
出
し
た
。

（
マ
マ
）

軍
医
寮
御
設
建
相
成
度
段
過
日
申
出
仕
候
処
軍
医
寮
ノ
儀
ハ
別
二
不
取
建
共
大
病
院
ョ
リ
可
然
人
物
軍
事
病
院
へ
出
仕
相
成
候
ヘ
ハ
事

実
差
支
有
之
間
敷
段
昨
日
土
方
中
弁
江
藤
中
弁
ョ
リ
河
村
大
丞
へ
繧
々
示
談
ノ
趣
委
細
承
知
仕
候
乍
去
此
先
海
陸
軍
盛
大
一
一
取
建
候
節
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（
錦
）

竹
内
大
助
教

こ
の
明
治
三
年
八
月
三
日
の
上
申
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
日
兵
部
省
の
河
村
純
義
大
丞
が
、
太
政
官
の
土
方
久
元
中
弁
と
江
藤
新
平
中
弁

の
二
人
か
ら
、
軍
医
寮
を
別
に
取
立
て
な
く
と
も
、
し
か
る
べ
き
人
物
を
大
坂
の
軍
事
病
院
へ
出
仕
さ
せ
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
繧
々

説
明
を
う
け
て
、
兵
部
省
も
一
日
一
は
承
知
し
た
よ
う
に
表
向
き
は
と
り
つ
く
ろ
っ
て
い
る
。
し
か
し
軍
事
病
院
の
医
員
が
い
か
に
も
手
薄
な

の
で
、
大
学
人
で
あ
る
石
井
信
義
、
池
田
謙
斎
、
竹
内
正
信
の
三
名
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
旨
を
上
申
し
た
。

つ
い
で
一
○
月
（
日
付
が
か
け
て
い
る
）
の
上
申
書
で
は
、
ふ
た
た
び
軍
医
寮
の
必
要
性
を
と
き
、
軍
医
寮
の
規
則
が
存
在
し
な
い
た
め
、

医
師
が
軍
医
病
院
へ
出
仕
す
る
こ
と
を
き
ら
っ
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
。

過
日
軍
医
寮
ノ
儀
申
立
候
処
其
節
如
何
ノ
次
第
二
有
之
候
哉
御
許
容
難
相
成
段
御
付
紙
相
成
候
処
元
来
軍
医
寮
ノ
儀
ハ
戦
争
ノ
ミ
’
一
無

之
抑
兵
隊
入
寮
ノ
節
身
体
ノ
強
弱
検
査
仕
候
儀
ニ
テ
此
法
不
相
立
候
テ
ハ
兵
事
ノ
基
本
モ
不
相
立
畢
境
是
迄
軍
医
寮
ノ
規
則
無
之
ョ
リ

医
師
モ
自
然
軍
事
病
院
二
出
仕
ス
ル
ヲ
嫌
上
候
気
臭
有
之
被
爲
於
朝
廷
候
テ
モ
乍
恐
軍
医
寮
ノ
趣
意
得
卜
御
貫
徹
無
之
ヨ
リ
御
設
ケ
不

相
成
儀
歎
卜
奉
存
候
勿
論
名
目
不
相
立
候
共
其
実
挙
候
ヘ
ハ
無
論
事
二
候
へ
共
前
文
申
上
候
通
り
未
夕
軍
事
病
院
ノ
趣
意
医
師
連
モ
理

（
マ
マ
）

解
不
仕
時
機
其
情
実
篇
卜
御
洞
察
速
二
軍
医
寮
御
設
ケ
三
名
ノ
者
南
校
ョ
リ
転
勤
被
仰
付
名
実
共
二
相
立
候
様
仕
度
此
段
厚
申
進
候
也

ハ
何
レ
軍
医
寮
御
設
不
相
成
テ
ハ
事
実
差
支
可
有
之
候
へ
共
当
今
ノ
処
ニ
テ
ハ
御
趣
意
ノ
通
ニ
テ
可
然
奉
存
候
間
左
ノ
人
名
当
官
ヲ
以

テ
軍
医
病
院
へ
出
仕
被
仰
付
候
様
仕
度
候
二
付
テ
ハ
早
速
当
省
大
坂
出
張
所
へ
罷
越
候
様
御
達
被
成
下
度
此
段
申
進
候
也

右
軍
医
助
被
仰
付
度
事

島
村
大
学
少
博
士

坪
井
大
学
少
博
士

石
井
少
博
士

池
田
大
助
教

575 (81）



こ
れ
に
た
い
し
て
東
校
側
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
し
め
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
兵
部
省
上
申
書
か
ら
お
よ
そ
一
ヵ
月
た
っ
た
明
治
三

年
閏
一
○
月
四
日
づ
け
の
大
学
東
校
上
申
書
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

兵
部
省
ョ
リ
伺
出
ノ
通
軍
医
寮
ノ
儀
ハ
是
非
共
御
設
二
相
成
候
半
テ
ハ
不
叶
儀
卜
奉
存
候
乍
去
医
員
撰
挙
ノ
儀
ハ
東
校
へ
御
委
任
二
相

成
候
儀
至
当
二
可
有
御
座
抑
東
校
二
於
テ
成
業
ノ
上
夫
々
試
業
ヲ
遂
ケ
相
当
ノ
仕
官
爲
仕
候
半
テ
ハ
撰
挙
ノ
規
律
相
立
申
間
敷
儀
ト
奉

存
候
且
又
各
人
所
得
短
長
有
之
候
ヘ
ハ
其
長
所
ヲ
以
テ
御
採
用
相
成
候
儀
当
然
卜
奉
存
候
右
等
ノ
取
調
ハ
学
校
ノ
所
掌
二
御
座
候
條
医

員
撰
挙
ノ
儀
ハ
都
ハ
御
委
任
二
相
成
度
奉
存
候
坪
井
少
博
士
外
二
人
転
任
ノ
儀
ハ
何
分
於
当
校
顕
然
差
支
候
間
御
免
被
仰
付
度
決
テ
軍

務
ヲ
嫌
上
候
様
ノ
私
論
二
出
候
儀
ハ
無
御
座
少
博
士
二
人
ハ
当
時
翻
訳
専
務
ニ
テ
之
二
代
人
無
之
且
軍
医
ニ
ハ
不
適
当
ノ
人
物
ト
奉
存

候
竹
内
大
助
教
ハ
教
師
通
弁
専
務
ニ
テ
病
院
二
於
テ
一
日
モ
不
可
閾
人
物
ニ
テ
必
至
差
支
候
厚
御
洞
察
有
御
座
度
外
ニ
随
分
軍
医
至
当

（
帥
）

ノ
人
物
御
座
候
條
撰
挙
ノ
儀
ハ
兵
部
省
ョ
リ
東
校
へ
示
談
ノ
上
可
取
計
旨
御
沙
汰
二
相
成
度
奉
存
候
也
。

軍
医
寮
設
立
に
つ
い
て
は
理
解
あ
る
態
度
を
し
め
し
て
い
る
が
、
三
名
の
医
師
に
つ
い
て
は
し
か
る
べ
き
理
由
の
も
と
に
拒
否
の
態
度
を

つ
ら
ぬ
い
て
い
る
。
一
見
丁
重
な
様
子
に
み
え
る
が
、
何
の
理
由
も
し
め
さ
ず
「
軍
医
ニ
ハ
不
適
当
ノ
人
物
」
だ
か
ら
と
の
理
由
で
は
、
兵

部
省
を
か
る
く
あ
し
ら
っ
て
い
る
と
の
感
じ
を
う
け
る
。

ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
度
は
島
村
鼎
甫
、
坪
井
爲
舂
、
竹
内
正
信
の
三
名
の
転
属
を
要
請
し
て
い
る
。
と
に
角
大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
ｌ
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
太
政
官
側
も
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
Ｉ
軍
事
病
院
を
強
力
な
組
織
に
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
の
意
気
ご
み
が
感
ぜ
ら
れ

る
○

し
か
し
他
の
組
織
に
属
す
る
人
間
に
、
名
ざ
し
で
転
属
を
要
請
し
、
そ
れ
も
く
り
か
え
し
お
こ
な
う
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
執
勘
に
す

（
豹
）

右
軍
医
権
助
被
仰
付
度
事

竹
内
大
学
大
助
教
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文
書
の
上
で
は
軍
医
寮
の
設
立
は
時
期
尚
早
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
情
勢
は
す
こ
し
ず
つ
変
化
し
て
い
た
。
明
治
二
年
藩
主
毛
利
敬
親

の
命
を
う
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
の
旅
に
の
ぼ
り
、
普
仏
戦
争
開
戦
直
前
の
軍
事
情
勢
を
視
察
し
、
両
国
の
軍
制
を
比
較
研
究
し
て
、
翌
三

（
犯
）
（
認
）
（
劉
）

年
八
月
二
日
に
帰
朝
し
た
山
県
有
朋
は
、
兵
部
少
輔
に
就
任
し
て
直
ち
に
軍
制
改
革
に
着
手
し
た
。
山
県
の
そ
の
後
の
人
生
を
み
れ
ば
、
そ

太
政
官
は
明
治
三
年
末
に
な
っ
て
も
、
軍
医
寮
開
設
の
意
志
は
な
い
。
明
治
三
年
二
月
二
一
日
の
徴
兵
規
則
に
も
と
づ
い
て
、
選
兵
と

い
う
新
規
事
業
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
兵
部
省
と
し
て
は
、
軍
医
寮
創
設
は
絶
体
に
必
要
と
の
つ
よ
い
姿
勢
で
上
申
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

軍
医
寮
御
設
ノ
儀
申
出
仕
候
処
軍
医
病
院
ノ
名
称
ニ
テ
取
広
メ
可
申
殿
御
付
紙
御
沙
汰
ノ
趣
一
応
敬
承
仕
候
へ
共
是
迄
度
々
申
出
仕
候

通
此
寮
御
設
無
之
テ
ハ
軍
事
ノ
基
礎
相
立
不
申
其
所
以
ハ
兵
人
入
寮
入
隊
ノ
節
於
軍
医
寮
身
体
ノ
強
弱
病
症
ノ
有
無
篤
卜
検
査
ノ
上
ニ

テ
加
除
仕
候
事
ニ
テ
兵
事
ノ
根
本
一
一
御
座
候
夫
故
於
欧
州
各
国
全
国
ノ
大
病
院
乍
設
モ
軍
医
療
ハ
別
二
建
設
有
之
候
程
ノ
儀
況
於
皇
国

ハ
未
夕
大
病
院
ノ
規
則
モ
全
ク
不
備
二
付
テ
ハ
尚
更
軍
医
寮
ハ
別
二
御
設
無
之
テ
ハ
事
実
難
被
行
万
一
名
称
ハ
無
之
共
事
実
サ
ヘ
凡
各

国
二
比
較
ノ
儀
執
行
候
ヘ
ハ
可
然
旨
御
評
議
モ
可
被
爲
在
歎
モ
難
計
候
へ
共
斯
ク
諸
事
御
規
則
相
立
名
実
相
適
候
上
ハ
軍
医
寮
モ
其
名

称
無
之
テ
ハ
人
ノ
望
モ
難
属
殊
二
兵
事
ノ
規
則
ハ
尤
厳
密
二
候
問
軍
医
ノ
規
則
医
員
等
級
称
名
モ
確
卜
相
立
不
申
テ
ハ
医
員
ノ
褒
艇
モ

難
被
行
既
二
当
三
四
月
ニ
ハ
於
坂
地
陸
軍
所
兵
卒
二
千
人
計
モ
入
隊
仕
候
事
故
是
非
軍
医
寮
創
立
不
仕
テ
ハ
不
相
成
候
間
何
分
ニ
モ
事

実
篇
卜
御
賢
盧
名
実
相
協
上
候
様
仕
度
此
段
厚
申
進
候
也

追
テ
坂
地
出
張
所
ョ
リ
毎
々
催
促
仕
越
候
二
付
本
文
至
急
御
沙
汰
被
成
下
猶
又
緒
方
中
典
医
軍
医
寮
頭
二
被
仰
付
被
下
度
此
段
共
二

（
訓
）

申
進
候
也
（
兵
部
省
上
申
明
治
四
年
正
月
二
七
日
）

兵
部
省
が
軍
医
寮
設
立
を
い
そ
ぐ
あ
ま
り
、
そ
の
人
員
充
足
を
東
校
の
教
員
を
も
っ
て
し
、
誰
か
れ
と
な
く
名
ざ
し
で
転
属
を
要
請
し
た

こ
と
が
、
東
校
側
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
一
因
と
い
え
よ
う
。
松
本
良
順
が
こ
の
舞
台
に
登
場
す
る
以
前
か
ら
、
束
校
と
兵
部
省
の
関
係
は

す
で
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

反ワワ
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の
前
半
は
大
村
益
次
郎
の
遺
鉢
を
つ
い
だ
日
本
国
軍
建
設
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

軍
医
寮
設
立
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
混
屯
と
し
て
い
た
兵
部
省
も
、
山
県
の
帰
国
に
よ
っ
て
一
本
の
太
い
筋
金
が
は
い
っ
て
、
徴
兵
制

と
い
う
画
期
的
な
制
度
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
軍
医
寮
設
置
問
題
も
、
次
第
に
一
定
の
方
向
に
収
數
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

帰
国
し
た
山
県
は
、
国
軍
の
喫
緊
事
で
あ
る
選
兵
に
と
っ
て
か
く
こ
と
の
で
き
な
い
軍
医
寮
の
設
立
を
心
に
き
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
そ
の
頃
の
東
校
と
兵
部
省
の
関
係
が
か
な
り
険
悪
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
察
知
し
て
、
軍
医
寮
設
立
に
あ
た
っ
て
ス
タ
ッ
フ
を
あ

つ
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
長
に
強
力
な
人
物
を
す
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
束
校
と
の
関
係
が
決
し
て
よ
い
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
松
本
良
順
に
白
羽
の
矢
を
た
て
た
。
こ
れ
は
兵
部
少
丞
準
席
で
あ
っ
た
西
周
の
献
策
に
よ
る
と
こ
ろ

（
弱
）

が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
佐
藤
尚
中
を
中
心
と
す
る
東
校
の
勢
力
に
対
抗
す
る
に
は
、
松
本
以
外
に
は
な
い
と
い
う
の
が
山
県
の
結
論

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

幕
府
医
学
所
頭
取
松
本
良
順
は
、
戊
辰
戦
争
の
さ
い
一
旦
江
戸
を
脱
出
し
て
東
北
方
面
に
の
が
れ
た
が
、
の
ち
横
浜
に
ひ
そ
ん
で
い
る
と

こ
ろ
を
官
軍
に
と
ら
え
ら
れ
（
明
治
元
年
一
二
月
）
、
加
賀
邸
に
幽
閉
さ
れ
た
（
明
治
二
年
三
月
）
。
明
治
三
年
五
月
に
ゆ
る
さ
れ
て
自
由
の
身
と

な
る
や
、
早
稲
田
に
私
立
藺
晴
病
院
を
開
設
し
て
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
を
お
こ
な
お
う
と
の
意
気
に
も
え
て
い
た
。

藺
晴
病
院
の
開
設
は
明
治
三
年
一
○
月
で
あ
る
。
山
県
有
朋
が
松
本
良
順
に
軍
医
寮
の
主
宰
者
と
し
て
出
馬
を
要
請
す
べ
く
、
藺
晴
病
院

を
お
と
ず
れ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
。
こ
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
た
文
献
を
披
見
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
鈴
木
要
吾
に
よ
れ
ば

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
■
●
●
●

ま
だ
小
春
の
う
す
寒
い
日
で
あ
っ
た
。
良
順
は
庭
園
に
出
て
、
芽
ぐ
ん
で
来
た
盆
栽
な
ど
を
ひ
ね
く
り
廻
し
て
居
る
と
、
書
生
が
飛
ん

で
来
て
、
「
先
生
こ
う
い
ふ
方
が
是
非
お
目
に
か
か
り
度
い
と
の
事
で
お
出
に
な
ら
れ
ま
し
た
」

（
鋪
）

「
山
県
狂
介
」
と
い
ふ
名
刺
を
差
出
し
て
云
ふ
（
傍
点
は
深
瀬
）
。

と
あ
る
。
松
本
良
順
が
出
馬
を
快
諾
し
て
、
軍
医
寮
設
立
を
前
提
と
し
て
大
学
出
仕
、
兵
部
省
病
院
御
掛
の
辞
令
が
で
た
の
が
三
月
一
五
日

（
釘
）

な
の
で
、
山
県
の
訪
問
は
、
こ
の
記
事
か
ら
明
治
四
年
二
月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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束
校
と
兵
部
省
の
関
係
が
円
滑
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
別
の
史
料
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

（
狐
）

鹿
児
島
医
学
校
の
教
員
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
大
村
藩
出
身
の
藤
田
圭
甫
は
、
明
治
四
年
九
月
二
七
日
に
奥
山
虎
炳
と
と
も
に
大
学
東

（
蛇
）

校
中
助
教
か
ら
、
七
等
出
仕
と
し
て
兵
部
省
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兵
部
省
か
ら
藤
田
圭
甫
を
海
軍
病
院
医
師
に
採
用
し
た
い
旨
の

（
媚
）

文
書
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
四
年
二
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
た
い
し
て
東
校
か
ら
は
何
ら
の
回
答
が
な
い
の
で
、

（
狐
）

三
月
一
四
日
再
度
申
し
入
れ
の
文
書
を
発
し
た
。
話
し
が
煮
つ
ま
っ
て
か
ら
の
文
言
で
の
申
し
入
れ
で
あ
る
か
ら
、
通
常
な
ら
ば
数
日
を
出

で
ず
し
て
回
答
が
よ
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

（
縄
）

と
こ
ろ
が
こ
の
再
度
の
申
し
入
れ
に
た
い
し
て
、
東
校
側
は
二
月
二
三
日
す
で
に
諒
承
し
た
旨
の
回
答
書
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
は
翌
日

に
す
で
に
回
答
し
て
い
る
の
に
、
何
を
今
さ
ら
と
い
っ
た
感
じ
の
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
藤
田
圭
甫
が
実
際
に
海
軍
転
属
が

き
ま
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
半
年
あ
ま
り
後
の
九
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

松
本
良
順
と
東
校
と
の
関
係
も
、
当
初
よ
り
円
滑
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
話
し
は
良
順
釈
放
の
日
に
さ
か
の
ぼ
る
。
良
順
の
出
獄
を

佐
藤
尚
中
と
岩
佐
純
が
む
か
え
に
出
た
折
、
太
政
官
の
内
諭
と
し
て
良
順
に
東
校
教
師
に
就
任
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
し
か
し
東
校
の
責
任

者
の
地
位
に
佐
藤
と
岩
佐
が
す
わ
っ
て
い
る
と
き
い
た
良
順
は
、
官
を
お
わ
れ
出
獄
早
々
の
身
と
は
い
え
、
自
分
の
弟
子
達
の
風
下
に
た
つ

（
粥
）

こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
こ
の
申
し
出
を
一
蹴
し
て
し
ま
っ
た
。

（
調
）

「
こ
う
い
ふ
曲
折
が
あ
っ
て
大
学
派
達
な
ど
が
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
了
っ
て
居
る
時
に
」
、
出
獄
早
々
の
良
順
は
ど
こ
に
も
ま
け
な
い
Ｉ

も
ち
ろ
ん
東
校
な
ど
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
Ｉ
立
派
な
蘭
晴
病
院
を
建
設
し
、
東
都
の
人
士
千
人
を
あ
つ
め
て
は
な
ば
な
し
い
落

（
杣
）

成
式
を
挙
行
し
た
。
こ
の
と
き
大
学
か
ら
祝
宴
に
か
け
つ
け
た
の
は
、
司
馬
凌
海
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
松
本
良
順
が
軍
医
頭
に
就
任
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
東
校
側
が
兵
部
省
に
協
力
す
る
気
配
は
露
ほ
ど
も
み
せ

な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
至
極
当
然
で
あ
っ
た
。
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（
別
）

岩
佐
純
で
あ
る
。
鈴
木
要
吾
の
一

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

岩
佐
純
の
奔
走
に
よ
っ
て
、
舌

か
な
り
思
い
切
っ
た
表
現
で
非
難
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
は
東
校
側
も
だ
ま
っ
て
見
す
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
五
月
一
二
日
の
大

学
上
申
で
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
諸
国
の
例
を
ひ
い
て
、
軍
医
学
校
は
む
し
ろ
廃
止
の
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
、

医
事
ヲ
一
途
二
帰
シ
悉
ク
兵
部
二
於
テ
之
ヲ
総
括
セ
ハ
天
下
蒼
生
ノ
疾
苦
ハ
兵
部
之
ヲ
救
テ
億
兆
ノ
父
母
ダ
ル
政
府
棄
テ
問
サ
ル
ノ
姿

（
帥
）

ニ
似
タ
リ
豈
軍
医
学
寮
ヲ
以
テ
天
下
ノ
医
事
ヲ
総
括
ス
ル
ノ
謂
レ
有
ン
ヤ

と
兵
部
省
の
立
場
を
真
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
松
本
良
順
が
御
用
掛
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
間
の
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
し

（
“
）

兵
部
省
御
用
掛
に
就
任
し
た
松
本
良
順
は
、
直
ち
に
軍
医
寮
の
編
成
に
着
手
し
た
が
、
東
校
は
一
致
団
結
し
て
医
員
を
お
く
る
こ
と
を
拒

（
岬
）
（
棚
）

否
し
た
。
さ
ら
に
五
月
九
日
づ
け
の
兵
部
省
上
申
書
に
の
る
、
い
わ
ゆ
る
「
松
本
良
順
建
議
」
（
明
治
四
年
五
月
五
日
）
で
良
順
が
名
ざ
し
で
東

校
を
非
難
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
「
医
学
校
ノ
官
費
二
与
ル
ハ
海
陸
軍
ノ
医
官
ヲ
教
育
ス
ル
爲
ナ
リ
」
と
い
う
の

が
良
順
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
校
の
現
状
を
批
判
し
て

大
学
東
校
従
来
ノ
目
的
善
ナ
ラ
サ
ル
ニ
非
ス
ト
錐
モ
其
法
制
拙
ナ
ル
ヲ
以
テ
冗
官
冗
吏
無
用
ノ
煩
務
二
労
し
医
員
ノ
官
緑
ヲ
喰
ム
者
又

（
鱒
）

日
々
校
中
一
一
往
来
シ
テ
談
笑
月
日
ヲ
消
ス
ル
ノ
ミ

た
、
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
、

と
の
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
両
者
の
間
に
た
っ
て
和
解
の
斡
旋
に
努
力
し
た
の
が
、
大
学
中
教
授
で
あ
り
、
松
本
良
順
、
佐
藤
尚
中
両
者
の
弟
子
筋
に
あ
た
る

（
別
）

佐
純
で
あ
る
。
鈴
木
要
吾
の
言
物
に
は
こ
れ
が
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
明
治
四
年
五
月
か
ら
六
月

軍
医
寮
発
足
時
の
ス
タ
ッ
フ

（
艶
）

両
者
の
間
に
条
約
が
成
立
し
た
の
が
明
治
四
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
全
面
的
な
和
解
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（
別
）
（
弱
）

林
紀
は
良
順
の
姉
つ
る
（
林
洞
海
の
妻
）
の
子
で
研
海
と
号
し
た
。
こ
の
当
時
静
岡
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
叔
父
の
請
い
に
応
じ
て
軍
医

寮
に
出
仕
し
た
。
石
黒
忠
恵
は
大
学
を
罷
免
さ
れ
て
故
郷
へ
か
え
ろ
う
と
荷
物
を
た
た
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
、
良
順
が
そ
の
器
量
を
み
こ
ん

（
師
）

で
再
び
宮
仕
え
を
う
な
が
し
、
一
○
年
間
の
身
分
保
障
な
ど
五
つ
の
条
件
を
つ
け
て
、
そ
の
申
し
出
に
応
じ
た
。
か
つ
て
は
大
学
関
係
者
で

（
師
）

あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
東
校
に
は
よ
い
感
情
を
い
だ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

（
粥
）

石
川
良
信
は
旧
幕
府
侍
医
香
雲
院
法
印
桜
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
朝
敵
の
廉
で
仙
台
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
が
、
良
順
の
骨
折
り
で
赦
免
さ

れ
た
。

で
あ
っ
た
と
い
う
。

に
は
程
遠
い
状
態
で
あ
っ
た
。

（
認
）

困
惑
し
た
松
本
良
順
は
、
東
校
以
外
に
人
材
を
も
と
め
た
。
そ
の
折
軍
医
寮
に
転
属
に
な
っ
た
人
物
は
、
落
合
泰
蔵
の
手
記
に
よ
る
と

一
等
軍
医
正
林
紀
（
八
月
一
三
日
）

八
等
出
仕
石
黒
忠
恵
（
一
○
月
九
日
）

七
等
出
仕
石
川
良
信
二
一
月
二
日
）

二
等
軍
医
副
金
沢
良
斎
二
一
月
三
日
）

二
等
軍
医
副
井
上
元
章
（
二
月
三
日
）

権
中
属
山
科
元
行
（
二
一
月
三
日
）

二
等
軍
医
副
名
倉
知
彰
（
一
二
月
一
○
日
）

（
弱
）
（
帥
）

金
沢
良
斎
は
岐
阜
県
の
出
身
で
天
保
一
○
年
生
れ
で
あ
る
。
『
袖
珍
官
員
録
』
（
明
治
五
年
二
月
）
に
は
金
沢
永
孝
と
し
て
載
っ
て
い
る
。

（
副
）

井
上
元
章
は
旧
土
佐
藩
士
で
天
保
五
年
の
生
れ
で
あ
る
。
土
佐
藩
兵
に
附
属
し
て
入
京
し
、
つ
い
で
軍
医
寮
出
仕
と
な
っ
た
。

（
髄
）

山
科
元
行
は
軍
医
寮
権
中
属
か
ら
明
治
七
年
剤
官
補
に
転
じ
、
の
ち
宮
内
省
侍
医
と
な
っ
た
。
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（
蝿
）

一
方
明
治
四
年
二
月
の
「
袖
珍
官
員
録
』
か
ら
兵
部
省
軍
医
寮
所
属
の
軍
医
官
の
名
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
軍
医
寮
の
頭
は
松
本

順
（
良
順
か
ら
改
名
）
、
事
務
方
は
大
属
広
岡
持
敬
、
八
等
出
仕
石
黒
忠
恵
以
下
四
名
が
お
り
、
一
等
軍
医
正
林
紀
、
一
等
軍
医
と
し
て
安
井
清

（
“
）

儀
、
橋
本
綱
維
、
名
倉
知
文
の
三
名
し
か
み
ら
れ
な
い
。
総
勢
わ
ず
か
二
名
と
い
う
、
ま
こ
と
に
蓼
々
た
る
陣
容
に
す
ぎ
な
い
。

（
帥
）

こ
れ
が
翌
五
年
の
『
袖
珍
官
員
録
」
に
な
る
と
、
頭
の
松
本
順
に
変
更
は
な
く
、
七
等
出
仕
と
し
て
中
定
勝
、
堀
内
利
国
、
橋
本
綱
常
の

三
名
が
あ
ら
た
に
く
わ
わ
り
、
出
仕
官
の
人
数
も
総
数
で
三
○
名
に
増
員
さ
れ
て
い
る
。
一
方
一
等
軍
医
正
林
紀
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
等
軍

（
鴎
）

医
に
は
橋
本
綱
維
、
名
倉
知
文
、
安
井
清
儀
、
三
浦
煥
が
い
る
。
軍
医
官
も
四
七
名
と
大
幅
に
増
員
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
官
員
録
が
ど
の
時
点
の
陣
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
五
年
二
月
発
行
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
四
年
末

の
状
況
を
し
め
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
『
明
治
過
去
帳
」
に
の
る
陸
軍
軍
医
寮
関
係
者
を
抽
出
し
て
、
こ
の
こ
ろ
の
陣

容
を
し
め
す
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と
発
足
時
に
軍
医
寮
に
所
属
し
た
軍
医
官
、
と
く
に
高
級
軍
医
官
に
は
、
東
校
と
の
関

係
の
な
い
人
物
が
お
お
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
で
は
実
際
に
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
に
も
と
づ
い
て
検
討
を
く
わ
え
て
み
た
い
。
個
人
の
経
歴
を
さ
ぐ

る
場
合
、
単
一
の
資
料
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
時
に
誤
植
な
ど
の
技
術
的
な
誤
り
を
と
も
な
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
複
数
の
資

か
に
な
っ
た
。

（
７
）

松
本
良
順
が
そ
の
自
伝
『
藺
嶢
』
で
あ
げ
て
い
る
田
代
基
徳
ら
が
、
明
治
四
、
五
年
ご
ろ
に
軍
医
寮
に
出
仕
し
て
い
な
い
こ
と
は
あ
き
ら

名
倉
知
彰
は
明
治
五
年
の
『
袖
珍
官
員
録
』
に
二
等
軍
医
副
と
し
て
そ
の
名
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
の
い
ず
れ
も
、
大
学
と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
各
藩
医
か
ら
軍
医
寮
に
転
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
、

束
校
か
ら
軍
医
寮
へ
の
転
属
者
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料
に
あ
た
っ
て
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
記
述
を
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
“
）
（
師
）
（
齢
）

Ｈ
田
代
基
徳
明
治
元
年
七
月
二
○
日
医
学
校
助
教
試
補
と
な
り
、
翌
二
年
大
学
中
助
教
に
す
す
ん
だ
。
『
掌
中
官
員
録
」
（
明
治
七
年
一
○
月
）

に
は
陸
軍
二
等
軍
医
正
の
欄
に
み
え
る
の
で
、
明
治
七
年
に
陸
軍
に
出
向
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
さ
い
阪
井
直
常
、
八
杉
利
雄
も
と
も

に
陸
軍
に
転
じ
た
。

表1陸軍軍医寮職員

仕
属
仕
属
属
属
正
医
医
副

医
軍
軍
医

頭
雑
誌
中
少
華
等
等
雲

七
大
八
中
権
権
一
一
二
一

松本順

中定勝、堀内利国、石川良信、橋本綱常

広岡持敬

石黒忠原

岡本孝

藏田憲章、山科元行

大沢秀和

林紀

橋本綱維、名倉知文、安井清儀、三浦煥

松岡豹、桑田安房

原田種行、玉村巍、馬渕清勝、吉雄種満

戸塚正一、石橋俊勝、入沢恭平、柴岡孝徳

弘田親厚、金沢永孝、手塚光亨、志賀英達

馬屋原貫之、足立盛至、新宮元識、有馬純徳

小林重賢、井上元章、宮内広、宮本清寛

笠原親寧、名倉知彰、山本子星、柳元永

石坂惟寛、久保田成美

荻野孝恭、坂元常孝、成田安秩、佐野尚道

演野鼎、大久保元亮、中島熈、林正保

明石朝幹、相良孝道、古宇田信近、宮地善春

大野恒徳、木村達

二等軍医副

軍医試補

『袖珍官員録』（須原屋・和泉屋版、明治5年2月）より引用
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（
沼
）

側
土
岐
頼
徳
明
治
三
年
ご
ろ
大
学
大
得
業
生
兼
少
舎
長
と
な
り
、
同
七
年
ご
ろ
陸
軍
二
等
軍
医
正
に
転
じ
た
。

以
上
み
る
と
お
り
、
さ
き
に
氏
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
軍
医
官
た
ち
は
、
軍
医
寮
発
足
に
あ
た
っ
て
兵
部
省
に
転
じ
た
の
で
は
な
く
、
そ

の
時
期
は
東
校
と
兵
部
省
と
の
関
係
が
修
復
さ
れ
た
以
後
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

（
別
）

な
お
そ
れ
以
外
に
初
期
の
軍
医
と
し
て
活
躍
し
た
人
び
と
を
あ
わ
せ
て
、
軍
医
寮
へ
の
出
仕
状
況
を
み
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

等
出
仕
（
明
治

を
兼
任
し
た
。

（
池
）

日
永
松
東
海
明
治

等
出
仕
（
明
治
七
年
）
、

（
汀
）

授
を
兼
任
し
た
。

（
鋤
）

口
足
立
寛
大
学
中
助
教
（
明
治
二
年
）
か
ら
明
治
七
年
八
月
に
陸
軍
二
等
軍
医
に
転
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
足
立
寛
先
生
伝
』
で
は
明

（
和
）

治
八
年
七
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
史
料
の
性
格
か
ら
み
て
、
こ
れ
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
年
二
月
東
京
大
学
医
学
部
教

軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
東
校
以
外
か
ら
医
師
を
も
と
め
て
ま
ず
そ
の
体
制
を
か
た
め
た
が
、
明
治
七
年
以
降
に
な
る
と
大

（
例
）

学
か
ら
転
属
す
る
医
師
が
お
お
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
高
級
軍
医
と
い
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
軍
医

に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
下
級
軍
医
は
依
然
と
し
て
大
学
と
関
係
の
な
い
人
び
と
に
よ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
軍
医
寮
発
足
当
初
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
そ
の
様
子
に
つ
い
て
石
黒
忠
恵
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

当
時
各
隊
附
医
師
ハ
慨
ネ
各
藩
ヨ
リ
附
属
シ
来
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
其
席
次
專
ラ
各
藩
従
来
ノ
家
格
二
由
ル
等
頗
ル
当
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ

そ
こ
で
石
黒
忠
惠
は
、
こ
れ
ら
下

て
不
足
を
生
じ
た
人
員
に
つ
い
て
は

（
布
）

ア
リ
Ｚ

一
年
大
学
中
助
教
と
な
り
、
同
五
年
京
都
府
医
学
校
の
教
員
と
し
て
西
下
し
た
が
、
数
カ
月
で
辞
任
し
た
。
文
部
省
六

陸
軍
二
等
薬
剤
正
（
明
治
九
年
）
を
へ
て
、
翌
一
○
年
二
等
軍
医
正
に
転
じ
た
。
明
治
二
年
東
京
大
学
医
学
部
教
授

こ
れ
ら
下
級
軍
医
に
た
い
し
て
「
学
科
考
試
」
を
お
こ
な
い
、
不
適
格
者
に
つ
い
て
は
旧
藩
に
か
え
し
た
。
そ
し
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表2陸海軍軍医寮への出仕者

東校からの転任'） 東校以外からの転任不明2）

明治4年6月29H*半井成質

(1871)

松本良順

緒方惟準

＊奥山虎章

林紀

名倉知文

李家文厚

橋本綱維

石黒忠惠

橋本綱常

石川良信

金沢良斎

井上元章

山科元行

名倉知彰

長瀬時衡

3月

5月25日

7月24日

8月13日

8月15日

8月15日

9月25日

10月9日

10月19日

11月2日

11月3日

11月3日

12月3日

12月10日

l兵部省軍医寮創設7月4日］

*奥山虎炳

*藤田圭甫

日
日

７
７
２
２

月
月

９
９ 小山内建

*安井清儀

三浦煥

月
月
月

１
１
１

１
１
１

明治5年

（1872）

1月石坂惟寛

[陸海軍省軍医寮創設2月27日］

*高木兼寛

*戸塚文海

*宮田高致

*加賀美光賢

4月15日

5月27日2月

11月7日

勝
之
純
一
清
徳
徳
雄
一
寛

定
信
正
一
惟
基
頼
利
一

井
橋
一
下
代
岐
杉
一
立

中
横
高
一
宮
田
土
八
一
足

一
＊

深町英朗

桑田衡平

明治7年3月

（1874）

明治8年

(1875)

7月

明治9年

(1876)

永松東海

注1)

2）

3）

4）

大学東校、第一大学区医学校、東京医学校をふくむ

東校からの転任であるか否か明確でないもの

氏名の前に月日のないのはその日付が確定できないもの

＊海軍軍医寮への出仕者
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明
治
一
○
年
三
月
軍
医
学
校
が
廃
校
に
な
っ
て
、
五
年
に
わ
た
る
軍
医
の
養
成
機
関
と
し
て
の
任
務
を
終
了
し
た
。
こ
れ
は
東
京
医
学
校

生
徒
に
学
資
を
給
し
て
、
卒
業
後
に
軍
医
に
採
用
す
る
い
わ
ゆ
る
依
託
学
生
制
度
が
発
足
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
を
も
っ
て
軍
医
寮
発

足
以
前
か
ら
つ
づ
い
て
い
た
兵
部
省
と
東
校
の
確
執
は
、
完
全
に
終
焉
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
要
旨
は
第
九
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
二
九
九
四
年
六
月
一
○
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

槁
を
お
わ
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
感
謝
す
る
。

（
巧
）

大
学
東
校
ヲ
首
ト
シ
広
ク
民
間
ノ
医
師
ニ
シ
テ
軍
医
二
志
願
ス
ル
モ
ノ
ヲ
募
り
学
術
試
験
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
採
用
シ
タ
リ

と
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
み
れ
ば
高
級
軍
医
に
つ
い
て
は
そ
の
供
給
源
は
東
校
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
下
の
階
級
を
し
め
る
多
数
の

（
祁
）

軍
医
官
に
つ
い
て
は
民
間
の
医
師
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

軍
医
寮
発
足
に
あ
た
っ
て
大
学
と
円
滑
な
関
係
に
な
か
っ
た
兵
部
省
は
、
大
学
以
外
か
ら
の
人
材
を
も
っ
て
人
員
を
充
当
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
大
学
か
ら
の
転
属
者
は
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た
人
員
で
あ
っ
た
。

明
治
七
年
ご
ろ
か
ら
両
者
の
関
係
に
は
雪
ど
け
状
態
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
級
軍
医
は
大
学
か
ら
の
転
属
者
で
そ
の
地
位
が
し
め

注
と
文
献

（
１
）
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
を
起
源
と
す
る
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
は
、
左
記
の
よ
う
に
短
期
間
に
名
称
の
変
遷
が
あ
っ
た
。
医
学
校
兼
病
院
（
明
治

二
年
二
月
）
↓
医
学
校
（
二
年
六
月
一
五
日
）
↓
大
学
東
校
（
二
年
一
二
月
一
七
日
）
↓
東
校
（
四
年
七
月
一
八
日
）
↓
第
一
大
学
区
医
学
校
（
五

年
八
月
三
日
）
↓
東
京
医
学
校
（
七
年
五
月
七
日
）
。
本
来
な
ら
ば
そ
の
時
期
の
正
し
い
校
名
を
使
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
で
は
時
期
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
繁
を
さ
け
、
か
つ
も
っ
と
も
簡
略
な
東
校
あ
る
い
は
大
学
を
使
用
す
る
。

お
わ
り
に
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皿
）
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・

（
肥
）
酒
井
シ
ヅ

（
Ⅳ
）
宗
田
一
は

（
妬
）

（
Ｍ
）

鈴
木
要
吾

神
谷
昭
典

神
谷
昭
典
、

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
「
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
」
一
三
五
頁
、
昭
和
五
九
年

鈴
木
要
吾
『
蘭
学
全
盛
時
代
と
藺
晴
の
生
涯
」
一
七
四
頁
、
東
京
医
事
新
誌
局
、
昭
和
八
年

神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
維
新
政
権
と
医
学
教
育
』
一
三
九
頁
、
医
療
図
書
出
版
社
、

中
野
操
「
大
坂
名
医
伝
」
一
八
九
’
一
九
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
八
年

飯
島
茂
「
明
治
初
頭
に
於
け
る
皇
軍
衛
生
制
度
の
発
達
」
冒
薑
九
号
一
’
一
七
頁
、
昭
和
一
六
年
．
こ
の
論
文
は
の
ち
に
飯
島
茂
冒
本

選
兵
史
』
、
開
発
社
、
昭
和
一
八
年
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

「
撰
兵
論
」
序
（
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
蔵
）

本
書
は
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
の
口
述
を
緒
方
惟
準
が
翻
訳
し
、
堀
内
利
国
が
編
纂
し
て
発
刊
し
た
が
、
そ
の
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
。

再
撰
代
人
も
そ
の
す
べ
て
が
合
格
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
実
数
は
千
五
百
人
を
下
ま
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
各
地
の
実
績
を
み
る
と
、

京
都
府
は
一
次
合
格
は
三
四
人
中
二
○
人
（
五
九
％
）
、
再
撰
代
人
一
四
人
中
一
二
人
（
八
六
％
）
、
両
者
合
せ
て
四
八
人
中
三
二
名
が
選
出
さ

れ
た
（
六
七
％
）
（
千
田
稔
、
前
掲
書
、
一
七
一
頁
）
。
堺
県
の
合
格
率
は
そ
れ
ぞ
れ
七
○
％
、
八
一
％
、
七
二
％
で
あ
る
（
千
田
稔
、
前
掲
害
、
一

千
田
稔
『
維
新
乱

千
田
稔
、
同
書
、

「
東
京
大
学
百
年
史
』
に
さ
き
だ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
東
大
史
で
あ
る
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
「
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
」

れ
に
関
連
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

「
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
」
八
三
頁
、
小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
校
注
、
平
凡
社
（
東
洋
文
厘
一
九
八
○
年

陸
軍
軍
医
団
「
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
一
’
三
頁
、
大
正
二
年
。
以
下
の
記
述
も
本
書
に
お
う
と
こ
ろ
が
お
お
い
。

黒
沢
嘉
幸
「
山
下
御
門
内
仮
病
院
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
○
巻
二
八
一
’
二
九
二
頁
、
平
成
六
年

千
田
稔
『
維
新
政
権
の
直
属
軍
隊
」
一
六
八
頁
、
開
明
書
院
、
昭
和
五
三
年

『
日
本
の
医
療
史
」
四
六
六
頁
、
東
京
書
籍
、
昭
和
五
七
年

「
日
本
医
療
文
化
史
」
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
）
に
お
い
て
「
大
阪
府
病
院
西
隣
に
医
学
校
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
二
月
開

同
書
、
一
四
二
頁

一
六
九
頁

一
九
七
九
年

に

は
、

＝戸

と－
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．
校
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

同
書
、
二
頁

徳
富
猪
一
郎
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
中
巻
』
一
五
九
’
一
六
二
頁
、
山
県
有
朋
公
記
念
事
業
会
、
昭
和
八
年

岡
義
武
『
山
県
有
朋
ｌ
明
治
日
本
の
象
徴
ｌ
」
一
二
’
二
三
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
年

大
全
」
前
掲
害
、
六

「
法
規
分
類
大
全
」

同
書
、
一
’
二
頁

同
書
、
二
頁

大
村
益
次
郎
は
明
治
二
年
二
月
五
日
す
で
に
病
死
し
て
い
る
が
、
そ
の
構
想
は
兵
部
省
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
た
。

内
閣
記
録
課
編
「
法
規
分
類
大
全
第
一
編
兵
制
門
四
陸
海
軍
官
制
四
陸
軍
四
』
一
頁

同
書
一
頁
（
明
治
三
年
八
月
三
日
兵
部
省
上
申
）
お
よ
び
同
書
二
頁
（
明
治
四
年
正
月
二
七
日
兵
部
省
上
申
）
に
あ
る
。

大
学
東
校
も
同
様
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
上
申
（
明
治
三
年
閨
一
○
月
四
日
）
の
「
兵
部
省
ョ
リ
伺
出
ノ
通
軍
医
寮
ノ
儀
ハ
是
非
共
御

設
二
相
成
候
半
テ
ハ
不
叶
儀
卜
奉
存
候
」
に
み
え
る
通
り
で
あ
る
。

太
政
官
は
芝
高
輪
御
殿
山
の
旧
水
口
邸
に
海
軍
病
院
を
設
立
し
た
（
明
治
三
年
六
月
）
。
こ
れ
は
名
称
は
海
軍
病
院
で
は
あ
る
が
、
病
兵
の
治
療

所
と
し
て
の
病
院
機
能
だ
け
で
な
く
、
行
政
・
管
理
機
能
を
も
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
明
治
五
年
二
月
二
八
日
に
、
海
軍
省
は
海
軍
病
院
を

廃
し
て
海
軍
軍
医
寮
を
設
置
し
た
（
「
海
軍
衛
生
制
度
史
一
巻
」
一
Ｔ
四
頁
、
三
七
’
三
八
頁
、
海
軍
軍
医
会
、
大
正
一
五
年
）

兵
部
省
上
申
（
明
治
三
年
一
○
月
日
欠
）
に
、
「
勿
論
名
目
不
相
立
候
共
其
実
挙
候
ヘ
ハ
無
論
事
二
候
へ
共
」
と
あ
る
。
本
文
害
は
兵
部
省
発
の

文
書
で
は
あ
る
が
、
太
政
官
の
意
図
を
把
握
し
て
こ
の
様
に
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
阪
出
張
兵
部
省
か
ら
の
達
も
す
べ
て
軍
事
病
院
と
し
て
い
る
。
明
治
四
年
六
月
二
五
日
、
六
月
二
八
日
、
七
月
一
日
の
三
通
（
「
法
規
分
類

大
全
」
前
掲
害
、
六
九
、
七
○
頁
所
收
）
で
あ
る
。

「
法
規
分
類
大
全
」
前
掲
害
、
一
頁

酒
井
シ
ヅ
、
前
掲
害
、
四
七
七

中
野
操
、
前
掲
書
、
一
九
○
頁

宗
田
一
は
「
現
東
区
法
円
坂
町
二
番
地
、
国
立
大
阪
病
院
の
東
南
隅
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
三
五
七
頁
）

酒
井
シ
ヅ
、
前
掲
害
、
四
七
七
頁
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（
”
）
鈴
木
要
吾
、

（
蛆
）
「
法
規
分
類

（
蛸
）
同
書
、
五
頁

（
別
）
同
書
、
七
頁

（
団
）
鈴
木
要
吾
、

（
艶
）
宗
田
一
、
前

（
認
）
飯
島
茂
、
前

（
別
）
村
上
一
郎
『
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飯
島
茂
、
前
掲
論
文
、
八
’
九
頁

村
上
一
郎
「
藺
医
佐
藤
泰
然
Ｉ
そ
の
生
涯
と
そ
の
一
流
門
流
」
二
○
四
’
二
○
六
頁
、
房
総
郷
土
研
究
会
、
昭
和
一
六
年

宗
田
一
、
前
掲
書
、
三
六
九
頁

藤
村
道
生
「
山
県
有
朋
」
三
指

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
七
一

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
七
二

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
七
三

鈴
木
要
吾
、
前
掲
書
、
一
五
九

鈴
木
要
吾
、
前
掲
書
、
一
六
ｎ

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
五
九

深
川
晨
堂
『
大
村
藩
の
医
学
」

「
公
文
類
纂
」
明
治
四
年
巻
六

同
書
、
明
治
四
年
巻
一
二
、
四

同
書
、
明
治
四
年
巻
一
二
、
卉

同
害
、
明
治
四
年
巻
一
二
、
卉

明
治
四
年
三
月
一
五
日
に
「
大

前
掲
害
、
一
七
三
’
一
七
四
頁
）
。

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
七
三
’
一
七
四
頁

鈴
木
要
吾
、
前
掲
害
、
一
七
三
頁

「
法
規
分
類
大
全
」
前
掲
書
、
二
’
七
頁

掲
書
、
一
五
九
頁

掲
耆
、
一
六
○
頁

掲
害
、
一
五
九
頁

村
藩
の
医
学
」
一
七
三
’
一
七
四
頁
、
大
村
藩
之
医
学
出
版
会
、
昭
和
五
年

明
治
四
年
巻
六
、
一
五
○
丁

年
巻
一
二
、
四
六
丁

年
巻
一
二
、
五
○
丁

年
巻
一
二
、
五
一
丁

一
五
日
に
「
大
学
出
仕
、
兵
部
省
病
院
御
掛
と
い
ふ
辞
令
」
が
あ
っ
て
、
同
年
八
月
三
日
に
軍
医
頭
に
就
任
し
た
（
鈴
木
要
吾
、

一
七
二
貝

一
七
二
頁

一
七
三
頁

三
七
’
三
九
頁
、

吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
六
年
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（
髄
）
大
植
四
郎
、
前
掲
書
、
五
三
五
頁

（
“
）
石
黒
忠
惠
が
兵
部
省
軍
医
寮
に
出
仕
し
た
初
日
に
、
そ
こ
で
顔
を
あ
わ
せ
た
の
は

一
等
軍
医
正
、
林
紀
氏
、
：
：
：
そ
れ
か
ら
一
等
軍
医
三
浦
煥
氏
・
同
橋
本
綱
維
氏
、
こ
れ
は
橋
本
左
内
氏
の
弟
で
橋
本
綱
常
氏
の
兄
で

す
。
そ
れ
か
ら
四
日
の
後
に
、
松
本
先
生
に
伴
わ
れ
て
山
県
兵
部
大
輔
に
初
対
面
し
ま
し
た
言
懐
旧
九
十
年
』
一
二
一
頁
）
。

こ
こ
に
は
「
袖
珍
官
員
録
」
（
明
治
四
年
）
に
な
い
三
浦
煥
の
名
が
み
え
る
。
し
か
し
翌
五
年
二
月
の
「
袖
珍
官
員
録
」
に
は
一
等
軍
医
の
欄

に
存
在
す
る
の
で
、
松
本
良
順
の
記
述
の
方
が
あ
る
い
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
開
）
明
治
五
年
の
軍
医
寮
の
官
制
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

頭
（
四
等
官
、
少
将
相
当
官
）
ｌ
権
頭
、
一
等
医
正
（
五
等
官
、
大
佐
相
当
官
）
ｌ
助
、
二
等
医
正
（
六
等
官
、
中
佐
相
当
官
）
ｌ
権
助
、
一
等
軍

医
（
七
等
官
、
少
佐
相
当
官
）
１
大
属
、
二
等
軍
医
（
八
等
官
、
大
尉
相
当
官
）
ｌ
権
大
属
、
一
等
軍
医
副
（
九
等
官
、
中
尉
相
当
官
）
ｌ
中
属
、

二
等
軍
医
副
（
一
○
等
官
、
少
尉
相
当
官
）
ｌ
権
中
属
、
軍
医
試
補
（
二
等
官
）
ｌ
少
属
（
一
二
等
官
）
ｌ
権
少
属
（
一
三
等
官
）

（
砲
）
大
植
四
郎
、
前
掲
書
、
二
六
六
頁

（
餡
）
『
袖
珍
官
員
録
」
明
治
四
年
二
月
、

頁
、
昭
和
五
四
年

（
弱
）
土
屋
重
朗

（
弱
）
石
黒
忠
恵

（
師
）
『
陸
軍
軍
壼

（
兇
）
鈴
木
要
吾

（
弱
）
大
植
四
郎

（
帥
）
『
袖
珍
官
巨

和
五
五
年

（
例
）
大
植
四
郎
、

土
屋
重
朗
「
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
三
五
五
’
三
五
六
頁
、
戸
田
書
店
、
昭
和
四
八
年

石
黒
忠
恵
「
懐
旧
九
十
年
」
二
○
七
’
一
二
一
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年

『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
附
録
二
八
Ｉ
二
九
頁
、
不
二
出
版
（
複
刻
版
）
、
一
九
八
八
年

鈴
木
要
吾
「
明
治
国
手
百
家
略
伝
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
二
九
九
五
号
、
二
三
一
六
’
二
三
一
七
頁
、
昭
和
二
年

大
植
四
郎
『
明
治
過
去
帳
」
一
七
六
頁
、
東
京
美
術
、
昭
和
四
六
年

『
袖
珍
官
員
録
」
明
治
五
年
二
月
、
須
原
屋
・
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
第
二
巻
」
六
八
’
六
九
頁
、
昭

＞

ブ
ヘ

な
し〕

0

前
掲
害
、
一
二
三
頁
。
な
お
本
書
に
は
「
技
を
浪
華
の
緒
方
塾
に
学
び
」
と
あ
る
が
、
『
適
々
斎
塾
姓
名
録
」
に
は
そ
の
名
は
み

須
原
屋
・
和
泉
屋
版
、
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
第
一
巻
』
三
九
九
’
四
○
○
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そ
の
一
例
と
し
て
「
漢
洋
病
名
対
照
録
」
の
著
書
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
落
合
泰
蔵
が
い
る
。
落
合
は
明
治
五
年
六
月
陸
軍
軍
医
の
召
募
試

験
に
合
格
し
て
、
軍
医
試
補
に
任
官
し
た
（
田
中
助
一
「
軍
医
落
合
泰
蔵
」
百
本
医
史
学
雑
誌
』
三
五
巻
一
三
○
’
二
一
三
頁
、
平
成
元
年
）
。
し
か

し
初
任
の
官
等
は
．
五
等
出
仕
」
と
の
記
録
も
あ
る
（
陸
軍
省
日
誌
明
治
五
年
）
。（

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
・
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）

大
植
四
郎
、
前
掲
害
、
一
二
一
四
頁

高
級
軍
医
の
定
義
は
と
く
に
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
は
佐
官
相
当
官
（
一
等
軍
医
）
以
上
を
さ
す
こ
と
に
す
る
。

大
植
四
郎
、
前
掲
害
、
五
三
九
頁

富
士
川
瀞
「
田
代
基
徳
先
生
」
冒
士
川
瀞
著
作
集
」
七
巻
、
二
七
○
’
二
七
一
頁
、
思
文
開
出
版
、
昭
和
五
五
年

「
田
代
基
徳
先
生
」
『
医
談
』
五
一
号
、
一
三
Ｉ
一
四
頁
、
明
治
三
一
年

稲
村
徹
元
、
井
門
寛
、
丸
山
信
『
大
正
過
去
帳
』
一
三
○
頁
、
東
京
美
術
、
昭
和
四
八
年

土
屋
重
朗
、
前
掲
害
二
九
三
’
三
○
五
頁
よ
り
引
用

武
内
博
「
日
本
洋
学
人
名
辞
典
』
一
五
頁
、
柏
書
房
、
一
九
九
四
年

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
二
六
九
頁
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函
つ
ゆDiscordbetweentheDepartmentofDefenseandTokoontheFoundationof

theBureauoftheArmyDoctors

byYasuakiFUKASE

TherelationbetweentheDepartmentofDefense(兵部省)andToko(東校)wasnotintimatebeforethe

BureauofArmyDoctors(軍医寮)wasfoundedinl871.WhenRyojunMastumotogotanappointmentas

theHeadoftheArmvDoctors(軍医頭),hisrelationtoTokowasalsonotsmooth.Andthenhehadto

employthearmydoctorsfromtheorganizationotherthanToko.

IpointedoutthatthetransferofthehigherarmydoctorstotheBureauoftheArmyDoctorswasdone

notjustafteritsfoundation,asitwassaidbefore,butinl874,afterthenormalizationoftherelationship

ofthetwo.

（
、
③
）


